
少
子
高
齢
化
対
策
の
た
め
の
扶
助
費
の
増
加
や
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
地

方
交
付
税
の
抑
制
、
国
庫
補
助
金
の
削
減
な
ど
に
よ
り
、
長
門
市
の
財
政
状

況
が
一
段
と
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
、
様
々
な
行
政
需
要
に
適

切
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
普
通
会
計
を
対
象
に
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
22

年
度
ま
で
５
年
間
の
中
期
的
な
財
政
見
通
し
を
ま
と
め
ま
し
た
。

長
門
市
を
取
り
巻
く
現
状

長
門
市
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
は
年
々

厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

社
会
経
済
の
変
化
と
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
・
高
度
化
、
さ
ら
に
合
併
に
伴
う
負
担
の
公

平
化
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
た
な
課
題
が

生
じ
る
な
ど
行
政
需
要
は
増
大
傾
向
に
あ
る
一

方
で
、
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応

や
市
民
生
活
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
施
策

の
充
実
な
ど
、
様
々
な
行
政
課
題
へ
の
取
り
組

み
も
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
景
気
停
滞
に
よ
る
市
税
の

伸
び
悩
み
、
三
位
一
体
改
革
（
※
１
）
に
よ
る
地

方
交
付
税
（
※
２
）
の
減
額
や
国
庫
補
助
金
の
削

減
な
ど
、
今
後
と
も
歳
入
の
大
幅
な
増
加
は
期

待
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
歳
出
面
で
は
、
扶
助
費
（
※
３
）
・
公
債

費
（
※
４
）
等
の
義
務
的
経
費
の
増
加
と
各
特
別

会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
財
政

の
硬
直
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
様
々
な
行
政
需
要
に

適
切
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
長
期
的
な

視
点
に
立
ち
、
計
画
的
か
つ
段
階
的
な
行
政
運

営
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
財
政
運
営
の
健
全

性
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
長
門

市
中
期
財
政
見
通
し
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

長
門
市
中
期
財
政
見
通
し

今
回
作
成
し
た
「
中
期
財
政
見
通
し
」
は
、

地
方
交
付
税
制
度
な
ど
現
行
で
確
定
し
て
い
る

制
度
の
範
囲
内
で
、
普
通
会
計
（
※
５
）
を
対
象

に
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
22
年
度
ま
で
５
年
間

の
財
政
状
況
に
つ
い
て
試
算
し
ま
し
た
。

試
算
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成
18
年
度
末
見
込

み
で
約
302
億
円
と
な
る
市
債
残
高
が
こ
れ
以
上

膨
ら
ま
な
い
よ
う
、
新
規
借
入
額
を
平
成
19
年

中
期
財
政
見
通
し
を
作
成
し
ま
し
た

行
財
政
運
営
の
健
全
化
を
目
指
し
て

※
１
三
位
一
体
の
改
革

国
と
地
方
の
税
財
政
に
関

す
る
改
革
。
①
国
か
ら
地
方
公
共
団
体
へ
の
補
助

金
の
削
減
。
②
国
税
か
ら
地
方
税
へ
の
税
源
移
譲
。

③
地
方
交
付
税
制
度
の
見
直
し
。
こ
れ
ら
３
つ
の

改
革
を
ま
と
め
て
実
行
す
る
こ
と
。

※
２
地
方
交
付
税

地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
そ

の
行
う
べ
き
事
務
を
遂
行
で
き
る
よ
う
、
一
定
の

基
準
に
よ
り
国
が
交
付
す
る
税

※
３
扶
助
費

社
会
保
障
制
度
の
一
環
と
し
て
、
地

方
公
共
団
体
が
各
種
法
令
に
基
づ
き
、
援
助
を
必

要
と
す
る
人
に
対
し
て
、
そ
の
生
活
を
維
持
す
る

た
め
に
支
出
す
る
現
金
や
物
品
の
提
供
に
必
要
な

経
費
、
及
び
地
方
公
共
団
体
が
単
独
で
行
っ
て
い

る
各
種
援
助
に
要
す
る
経
費
。

※
４
公
債
費

国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
歳
出
の

財
源
を
得
る
た
め
借
り
入
れ
た
債
務
の
返
還
に
充

て
る
た
め
の
経
費
。

※
５
普
通
会
計

地
方
財
政
統
計
上
統
一
的
に
用
い

ら
れ
る
会
計
区
分
。
長
門
市
の
場
合
、
地
方
公
共

団
体
の
基
本
的
な
経
費
を
中
心
と
し
て
計
上
す
る

一
般
会
計
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
を
実
施
し
て

い
る
電
気
通
信
事
業
特
別
会
計
を
合
算
し
た
も
の
。

※
６
投
資
的
経
費

道
路
や
学
校
の
建
設
な
ど
、
支

出
の
効
果
が
単
年
度
ま
た
は
短
期
的
に
終
わ
ら
ず

に
固
定
的
な
資
産
と
し
て
将
来
に
残
る
も
の
に
支

出
さ
れ
る
経
費
。

※
７
経
常
的
経
費

人
件
費
や
扶
助
費
な
ど
、
毎
年

持
続
し
て
固
定
的
に
支
出
さ
れ
る
経
費
。
一
般
財

源
に
よ
り
賄
わ
れ
る
経
常
的
経
費
の
増
大
は
、
財

政
構
造
を
悪
化
さ
せ
る
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。

※
８
一
般
財
源

財
源
の
支
出
目
的
が
特
定
さ
れ

ず
、
ど
の
よ
う
な
経
費
に
も
使
用
で
き
る
も
の

（
市
税
、
地
方
譲
与
税
、
地
方
交
付
税
な
ど
）

※
９
基
金

地
方
公
共
団
体
が
、
条
例
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に
財
産
を
維

持
し
、
資
金
を
積
み
立
て
、
又
は
定
額
の
資
金
を

運
用
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
る
財
産
。
一
般
家
庭

で
は
、
預
貯
金
に
あ
た
る
。

※
10
退
職
手
当
債

地
方
公
共
団
体
の
退
職
職
員
に

支
給
す
べ
き
退
職
手
当
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に

起
こ
す
地
方
債
。

用
語
の
説
明

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
、
５
年
間
で
約
32

億
円
の
財
源
確
保
を
目
指
し
ま
す
。

①
財
政
健
全
化
の
推
進

・
人
件
費
の
縮
減

「
長
門
市
経
営
改
革
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

市
職
員
の
定
員
管
理
の
適
正
化
を
進
め
、
平

成
26
年
度
ま
で
の
10
年
間
で
100
人
削
減
し
、

人
件
費
の
縮
減
に
努
め
ま
す
。

・
事
務
事
業
の
見
直
し

す
べ
て
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
見
直
し
と

経
費
削
減
の
徹
底
を
行
い
、
物
件
費
の
削
減

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
行
政
評
価
の
推
進
に

よ
り
、
事
業
の
重
点
化
・
効
率
化
を
図
る
と

と
も
に
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
業
務
の
外

部
委
託
）
を
実
行
し
、
経
費
の
削
減
を
徹
底

し
て
い
き
ま
す
。

②
基
金
の
繰
り
入
れ

財
政
健
全
化
努
力
で
補
え
な
い
財
源
不
足
分

を
基
金（
※
９
）
か
ら
繰
り
入
れ
て
い
き
ま
す
。

③
退
職
手
当
債
の
活
用

団
塊
世
代
の
大
量
退
職
期
を
迎
え
、
退
職
手

当
の
支
払
い
が
大
き
な
財
政
負
担
と
な
る
こ

と
か
ら
、
財
政
負
担
の
平
準
化
を
図
る
た
め

退
職
手
当
債（
※
10
）
を
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

④
市
有
財
産
の
処
分

活
用
さ
れ
て
い
な
い
市
有
財
産
に
つ
い
て
、

計
画
的
な
売
却
処
分
を
行
い
ま
す
。

度
以
降
、
19
億
円
程
度
と
す
る
こ
と
を
前
提
に
、

投
資
的
経
費
（
※
６
）
を
除
い
た
経
常
的
経
費

（
※
７
）
の
収
支
で
推
計
を
行
い
ま
し
た
。

現
状
の
ま
ま
で
の
財
政
見
通
し

平
成
18
年
度
で
見
る
と
、
歳
入
の
約
181
億
５

千
万
円
に
対
し
、
歳
出
は
169
億
円
で
差
し
引
き

12
億
５
千
万
円
が
投
資
的
経
費
に
充
当
で
き
る

一
般
財
源
（
※
８
）
と
な
り
、
次
年
度
繰
越
金
を

除
い
た
約
７
億
８
千
万
円
を
財
源
に
約
30
億
円

の
投
資
的
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
19
年
度
に
は
、
こ
の
投
資
的
経

費
が
約
３
億
８
千
万
円
に
半
減
し
、
翌
20
年
度

に
な
る
と
、
約
４
億
１
千
万
円
の
不
足
額
が
発

生
し
、
投
資
的
事
業
に
充
当
で
き
る
財
源
の
余

裕
が
全
く
な
く
な
る
見
通
し
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
財
政
硬
直
化
の
お
も
な
要
因
と
し

て
、
歳
入
面
で
は
地
方
交
付
税
の
減
少
、
歳
出

面
で
は
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
に
伴
う
退
職
金

の
増
加
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

財
政
健
全
化
に
向
け
た
対
応
策

こ
の
ま
ま
財
政
運
営
を
続
け
た
場
合
に
は
、

道
路
の
新
設
や
学
校
の
建
設
に
充
て
る
一
般
財

源
が
不
足
し
、
平
成
20
年
度
か
ら
投
資
的
事
業

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
財
源
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
次

対
応
策
を
加
味
し
た
後
の
見
通
し

こ
う
し
た
対
応
策
を
講
じ
た
場
合
、
平
成
19

年
度
の
投
資
的
経
費
は
、
18
年
度
並
み
の
約
７

億
６
千
万
円
を
確
保
、
翌
20
年
度
以
降
も
５
億

円
か
ら
７
億
円
を
確
保
で
き
る
見
通
し
で
す
。

合
併
前
の
財
政
計
画
と
の
関
係

長
門
市
・
三
隅
町
・
日
置
町
・
油
谷
町
合
併

協
議
会
（
法
定
合
併
協
議
会
）
が
３
年
前
の
平

成
15
年
10
月
に
作
成
し
た
「
財
政
計
画
」
で
は
、

地
方
交
付
税
の
額
が
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
22

年
度
ま
で
の
５
年
間
は
毎
年
約
98
億
円
か
ら
約

93
億
円
で
推
移
す
る
と
試
算
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
16
年
度
以
降
、
地
方
交
付
税
の
大
幅

な
抑
制
を
行
っ
た
国
の
三
位
一
体
改
革
の
影
響

に
よ
り
、
今
回
作
成
し
た
「
中
期
財
政
見
通
し
」

で
は
、
約
15
億
円
か
ら
約
11
億
円
の
減
額
と
な

り
、
毎
年
約
83
億
円
か
ら
約
81
億
円
で
推
移
す

る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
歳
出
面
に
お

い
て
も
、
少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
と
し
て
、

国
の
制
度
改
革
や
新
た
な
子
育
て
支
援
策
等
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、「
中
期
財
政
見
通

し
」
の
扶
助
費
は
毎
年
約
５
億
円
か
ら
約
８
億

円
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

今
後
の
対
応

こ
の
よ
う
に
、
制
度
改
革
や
新
た
な
行
政
ニ

ー
ズ
の
発
生
な
ど
社
会
経
済
情
勢
の
動
向
に
よ

り
、
財
政
試
算
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
施
策
を
継
続
的
・

安
定
的
に
展
開
し
て
い
く
た
め
に
は
、
長
期
的

な
視
点
に
立
っ
て
計
画
的
な
行
政
運
営
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
「
長
門
市

中
期
財
政
見
通
し
」
は
毎
年
見
直
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
新
市
建
設
計
画
や
長
門
市
総
合
計

画
を
基
軸
と
し
た
計
画
な
行
政
運
営
を
推
進
し

て
い
く
と
と
も
に
、
今
後
一
層
の
経
費
削
減
を

進
め
な
が
ら
、
効
率
的
で
効
果
的
な
行
財
政
運

営
を
行
い
、
財
政
の
健
全
化
に
努
め
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

財
政
課
財
政
係
　
TEL
23
‐
１
２
５
４

中期財政見通しを作成しました
行財政運営の健全化を目指して


